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［背景］ 

播磨灘は兵庫県の瀬戸内海側に位置し、岡山県、香川県及び徳島県まで広がる海域です。

兵庫県では、播磨灘の 19 定点で 1973 年度から毎月 1 回漁場環境を観測しており、現在も

調査を継続しています。これまで約 40 年近くに渡って収集した観測データの中で、大きく

変化した水質項目として、栄養塩濃度（窒素やリン等）と水温が挙げられます。このうち

今回のフォーラムでは、播磨灘の栄養塩濃度の変化について紹介することとします。 

播磨灘で調査を開始した 1970 年代は、高度経済成長による産業活動や社会生活の進展等

に伴って水質汚濁が進み、海域はいわゆる富栄養化した状態にありました。水質汚濁を防

止するための様々な法整備によって、播磨灘では窒素やリンの濃度は徐々に低下し、現在

では逆に貧栄養と呼ばれるほどの状況となっています。 

兵庫県においてノリ養殖は、瀬戸内海側の漁業生産金額の約 4 割を占める基幹漁業種で

あり、有明海等と並んで全国有数の養殖ノリ生産地となっています。ところが、近年は栄

養塩の中でも、特に溶存態無機窒素（以後、DIN とします）濃度の低下に伴って、兵庫県

では養殖ノリに「色落ち」被害が生じるようになりました。海藻である養殖ノリは陸上植

物と同様に、窒素やリン等の栄養素を必要とします。播磨灘ではリンに比べて、窒素の濃

度が低下したことによって、養殖ノリの色素を合成する栄養が足らず、本来黒褐色である

ノリの色が黄色っぽくなってしまう状態（これを色落ちと言います）が、1990 年代後半以

降頻発するようになりました。色落ちしたノリは、見た目の悪さや遊離アミノ酸等の旨味

成分不足によって食味も優れないため、販売されないか、非常に安価な値段で取引されて

しまいます。 

このフォーラムでは、播磨灘の栄養塩環境の変遷と、養殖ノリをはじめとする漁業生産

変化の現状を知って頂き、これからの海洋環境はどうあるべきかを、共に考えて頂く契機

になればと考えています。 

［研究成果の内容］ 

播磨灘の栄養塩濃度の変動には大きく分けて、「陸域負荷」、「外海水の影響」及び「底

泥からの溶出」が関与していると考えられています。また、二次的な変動要因として、「植

物プランクトンの大量発生」や「冬季の貧栄養水塊の移動」等が挙げられます。これらの

うち、陸域負荷が播磨灘の栄養塩濃度の変動に与えている影響について解析を試みた結果、

播磨灘北部からの陸域負荷（河川水や生活、産業排水等）の影響が、少なからず関係して

いることが示唆されました。また、外海水や底泥からの溶出が播磨灘の栄養塩環境に与え

る影響は大きいという報告もあり、無視できない存在です。このように、播磨灘の栄養塩

濃度に与える主要因は複数存在し、それぞれが関係し合って変動していると考えられます。 

兵庫県の養殖ノリ生産量は、養殖技術の進展に伴って増加した後、安定した生産が続い
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ていましたが、1990 年代後半からはノリの色落ちが頻発するなど、不安定化してきていま

す（図 1）。その一因として、DIN 濃度の低下が挙げられます。播磨灘の養殖ノリは、12

～翌年 3 月頃を中心に生産されています。養殖ノリ生産期における DIN 濃度は、全体的に

年々低下する傾向を示しています（図 2）。月別に見ると養殖ノリに色落ちが発生すると

される DIN 濃度（3μmol/L）を、1995 年頃から 3 月が下回るようになり、2000 年頃からは

2 月もその数値を下回る頻度が高くなっていることがわかります。このように、養殖ノリ

生産期間でも良質なノリを生産できる期間が徐々に短くなりつつあるのが実態です。また、

養殖ノリの生産開始には水温低下が重要なカギを握っていますが、地球温暖化に伴って、

冬季の水温低下が遅延する傾向が認められています。これも、養殖ノリの生産期間を短縮

させる一因となっています。これらの要素に加え、貧栄養でも増殖できる植物プランクト

ンの発生による栄養塩の消費等、養殖ノリ生産の不安定要素は増しているのが現状です。 

さらに、播磨灘では養殖ノリの色落ちが頻発し始めた頃と同時期から、漁業生産量（養

殖業を除く）の低下も顕著になっており、特に小型底びき網漁獲量は DIN 濃度との関連性

が疑われています。 

このように、播磨灘では養殖ノリの色落ちや漁業生産量と、栄養塩濃度低下（特に DIN）

の間に関連性が示唆される状況があるため、兵庫県では、ある程度人為的に管理できる陸

域負荷に重点を置いて、養殖ノリ生産期に下水処理場における栄養塩管理運転（排出基準

値内での窒素排出量増加運転）やダムからの一次放流等の対策を講じると共に、漁業者自

身も施肥、ため池の池干し等、試行錯誤しながら海域の栄養塩回復に取り組んでいます。 

［今後の課題・展望］ 

これまでの環境行政や社会の協力によって、海域や河川の水質環境はある程度の改善を

見ました。一方、現状では海洋の生物生産と栄養塩に関する新たな課題が生じていると考

えられます。海洋の水質環境については、養殖ノリは勿論、水産分野だけで論じられるも

のではありませんが、漁業を生業にしている方々にとって、生産量の低下は非常に切実な

問題であり、時間的な猶予はあまりないように感じます。 

また、海域の食物連鎖や物質循環を円滑に進めるには、栄養塩の管理だけでなく、かつ

て広く存在し、自然の水質浄化及び生物成育場としての機能を果たしていた干潟や浅場の

再生等も並行して進めることが不可欠と考えられます。 

瀬戸内海に携わる関係機関による総合的な海洋管理施策の推進とともに、社会的な理解

と協力を得ながら、早急に対策を打つことが必要と考えています。 
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図 1 兵庫県の養殖ノリ出荷量と単価 
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図 2 養殖ノリ生産期の DIN 濃度変化 
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